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１．　自己評価及び外部評価結果
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てください。

自己評価作成日

事 業 所 名

事業所番号

　隣接する同法人事業所と合同での災害訓練を年３～４回実施するほか、グルー
プホーム単体での地震訓練や実際に夜間に避難訓練を実施したり、毎月消防署と
連携して通報訓練を実施している。以前は近隣住民や消防団も参加して訓練を
行っていたが、コロナ禍の現在は自治会長のみに参加をもらっている。備蓄は各
ユニット毎に飲料水や食料を約１週間分準備すると共に、カセットコンロや懐中
電灯、夜勤者用のヘルメットのほか、尿取りパットやリハビリパンツ等の排泄補
助具も適切に準備している。
　健康に配慮して毎日の献立は法人の栄養士が立てているが、月２回は利用者の
食べたいものを参考にクッキングデイとして食事が楽しめる工夫をしている。コ
ロナ禍で外食に出かける機会が減った代わりに、チョコバナナや団子作り、さつ
ま芋の茶巾絞り作りなど普段のおやつ作りのほか、切り干し大根やラッキョウ漬
け、梅干し作りなど季節毎の保存食作りに楽しく取り組んでいる。
　理念とやくそく（家庭的、笑顔、優しい声掛け）をフロアに掲示すると共に各
職員のネーム裏にも記載することで確認し常に意識できるようにしている。また
職員の意見を参考にして年度目標を立て、年度末に目標が達成できたかを振り返
り、年度はじめに新たな目標を設定している。管理者は利用者や家族、地域住民
等関係者全員とのご縁を大切にしたいと考え、退去後も訪問してもらえるような
関係を続けていきたいと考えている。

所在地

訪問調査日

特定非営利活動法人ＮＰＯさつま

鹿児島市新屋敷町１６番A棟３F３０２号

令和3年11月26日

所　在　地

令和3年9月25日

（電 話）０９９６-２０-８１３９

作成日　令和3年12月4日　

施設は市郊外の自然環境に恵まれ、緑に囲まれ季節を感じられる草花を見たり、
田植えの風景や稲の成長を見ることができる。また野良猫や小鳥の姿や鳴き声を
聴く事が出来るのどかな環境にあります。各ユニットや居室から色鮮やかに紅葉
していく景色も見ることが出来ますし、中庭には小さい畑があり季節の野菜つく
りを一緒に行い収穫した野菜は食卓に並ぶことで次への楽しみに繋げています。
南瓜や胡瓜、茄子、紫蘇などを実際に収穫し、食材として提供している。
利用者一人ひとりの個性に応じた外出・買い物・レクリェーション等、個々に応
じた取り組みを行っている。隣地には関連の医療機関があり、月1回の訪問診療
を受けており、利用者の急な異変・異常があれば、直ぐに診てもらえる等の関係
性があり、利用者が安心して生活が出来るように連携が図られている。家族との
関係性の継続も大事な事として捉え、面会時など積極的にコミュニケーションを
図っている。　※コロナ禍という事で、制限付きではあるがご家族との面会を継
続しており、利用者とご家族との絆や関係性が薄れないように努めている。
職員は、認知症対応型共同生活介護であるという意識をもち、外部・内部研修等
を通し、認知症ケアに対しての知識や技術を用いて利用者支援を行っている。認
知症進行の予防に努め、利用者同士が助け合い、個々の思いを大切に役割や生き
甲斐を見つけて、自由にありのままに過ごされている。

第4690200219号

社会福祉法人　伸志会

グループホーム　永利

鹿児島県薩摩川内市永利町2533番地3

http://www.wam.go.jp/

http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/
http://www.wam.go.jp/


グループホーム永利　Ａ棟

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

1

3

運営推進委員会議・家族会・毎
月の家族へのお便りを通じて、
認知症に対する理解や協力を得
られるように情報を発信した
り、ご家族に対して支援方法の
アドバイスなども行っている。

1

職員一同で考えた理念を目標に
日々努力し、理念を共有し実践
につなげられるように努めてい
る。各職員のネームの裏に理
念・やくそくを貼り、常に理念
を確認できるようにしている。

2

地域の方やボランティア関係者など
と連携をとり、毎月の行事(外出デ
イ)等で地域に出かける際や、敬老
会等には地域の方々にも参加しても
らっている。地域の文化祭、夏祭
り、運動会へ参加し交流を図ってい
る。

2

4

入居者のケアや取り組んでいる
こと、行事などで計画している
こと、実施したことを行政・地
域・家族に報告・相談してサー
ビスの向上、ケアに活かす取り
組みをしている。

これまでは地域行事への参加や地域
住民によるボランティアを多く受け
入れていたが、コロナ禍の現在はほ
ぼ全ての活動が中止になっている。
散歩途中の挨拶や会話、お裾分けを
もらう関係は現在も続いている。

理念とやくそくをフロアの目に付く
場所に掲示すると共に年度目標を立
てている。今年度は認知症と介護の
質の底上げを年度目標に掲げ、職員
全員のレベルアップを図りたい意向
である。

会議には利用者や家族、民生委員や
消防署員、行政職員等が参加し、事
業所の活動内容の報告や利用者への
対応の仕方等について行政職員に助
言をもらうなど活発な意見交換がな
されている。職員の言葉遣いへの指
摘や草払いの要望等出された意見を
速やかに協議し改善につなげてい
る。

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

3
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

8

5

家族からの相談などで解決困難
な事例には行政に相談を行い、
的確に応えられるように連係を
図っている。また、運営推進会
議で市の担当者と意見交換をし
ている。

6

身体拘束委員会を設置し、拘束
について定期的に勉強会を実施
し、禁止対象となる具体的な行
為を理解しケアに取り組んで全
職員の共通認識を図っている。
施錠せず見守りを行い、玄関、
非常口にはセンサーがあり対応
出来ている。

4

7

高齢者虐待防止の勉強会を開催
し、全職員が学べるように取り
組んでいる。虐待が見逃される
ことのないように注意を払い防
止に努めている。勉強会につい
ても定期的に実施している。

5

研修会や勉強会で権利擁護に関
する事を学んでおり、必要に応
じ活用できるように取り組んで
いる。自立支援についてはプラ
ン作成により検討し、職員はプ
ランに沿って支援している。

毎月のケア会議で身体拘束委員会による
勉強会を実施するほか、年２回隣接する
３事業所合同での研修を行い身体拘束に
ついて学び、拘束のないケアの支援につ
なげている。玄関センサーを過信しない
よう職員は日常的に見守りを徹底し、職
員間での声掛け等、連携を図りながら自
由な生活を支援している。

行政職員とは運営推進会議で顔を合
わせるほか、書類提出や相談事があ
る時に訪問したり電話で助言をも
らっている。また、行政より事業所
の利用状況の確認や福祉事務所より
利用の相談を受けることもある。

3



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

12

契約時には施設のケアに関する
考え方や取り組み、退去を含め
た施設の対応可能な範囲につい
て説明を行っている。家族から
もケアの要望を頂き、施設での
生活が良いものになるよう心が
けている。

職員のレベルアップのため、研
修会にも参加してもらい向上心
が持てるように努め、業務の内
容も役割分担し責任持って取り
組めるようにし、必要に応じ業
務改善も行っている。

11 7

毎月の職員会、ケア会議を実施
して、その中で職員の提案や意
見を聞く機会を設け日々のケア
に反映させている。職員間で意
見を言い合いやすい雰囲気作り
に努めている。

10

家族からの要望があった場合に
は、入居者の状態を考慮しなが
ら対応している。電話や面会時
に話す機会を設けて要望を取り
入れていけるようにしている。
家族全員に無記名でアンケート
調査を行い、職員間で共有を行
いケアに反映させている。

9

入居時に利用者や家族の意見や思いを聞
き取ると共に入居後も利用者からは日常
会話や言動から、家族からは運営推進会
議やアンケート送付、毎月の手紙送付等
で情報を収集し意見を求めている。コロ
ナ感染症が落ち着いてきたため面会者も
増えており、意見や要望を伺う機会も増
えてきている。

6

職員の意見を毎月のケア会議や２か月毎
の職員会議で聞くほか、年１回個別面談
の機会も設けている。また、朝夕の申し
送り時や休憩時間など自由に意見を伝え
ることができている。勤務表作成時は職
員に休みの希望を尋ね可能な限り調整し
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14

グループホーム連絡協議会等の
研修に参加して、同業者との交
流の機会を設けている。コロナ
禍による研修参加が困難な状況
であるが、ZOOM研修などに積極
的に参加している。

13

ひとりひとりの介護力等の把握
に努め、本人のレベルにあった
指導・教育を実施している。ま
た法人内研修や外部研修に積極
的に参加できるようにしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17

プラン作成時には本人及び家族
の要望を取り入れ、優先順位を
決めてサービスの提供をしてい
る。

18

定期的に調理レクを行い、『昔取っ
た杵柄』を活かせるような支援を
行っている。梅干し・らっきょうな
どを一緒に漬け、食事の際に提供し
調理を通してのコミュニケーション
を図っている。

事前の情報をもとに、話題提供
しながら積極的に関わりをもつ
ように心がけている。不安・要
望等を十分に聞かせて頂き、安
心して生活できるようなサービ
ス提供を行う事で良い関係作り
に努めている。

16

15

生活暦や本人についての情報を
家族から聞き取り、ご家族・本
人が不安を解消できるような
サービス提供に努めている。

6



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

22

他施設・病院等に移られた方は、こ
れまでの生活状況や支援状況・注意
点など情報提供を行い、生活する場
所が変わっても同じような生活が続
けられるように努め、家族からの相
談を受けるなど関係性を大切にして
いる。

21

19

20 8

ふるさと散策ドライブや、住み
慣れた地域に出掛ける事によ
り、馴染みの関係性の継続を
行っている。希望があれば墓参
りなども付き添いをしている。

これまでの人間関係が維持できるよう知
人や友人との電話や手紙の取り次ぎ等で
支援するほか、お墓参りに家族と職員が
協力して出かけている。出生地に出かけ
るふるさと散策ドライブや家族との交流
など積極的に対応している。

一人一人の性格や、感情の変化
を理解したうえで、入居者同士
が協力し合い、良好な関係がも
てるように支援し、共同生活な
らではの関係性の構築に努めて
いる。

月初めに家族に便り・写真にて状況
報告を行い、面会時にも積極的に関
わりを持ち状態の説明を行ってい
る。また、体調不良時はこまめに家
族と電話・LINE、タブレット等を用
いて遠方にいるご家族も状況把握が
しやすいように努めている。

7



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

25

アセスメントで得た情報を計画
に反映させ、日々の生活の中で
現状有する能力等の把握に努め
ている。

26

24

可能な限り本人から聞き取りを
行い、補足として家族やケアマ
ネージャーからも情報収集を行
うようにしている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

10

家族の面会は多く面会時に意見や要
望を尋ねプランに反映させている。
また、医師からは訪問診療の際に助
言をもらうと共に毎月のケア会議に
よるカンファレンスやモニタリング
を参考にしながらケアプランを作成
している。プランには趣味や楽しみ
事も組み込まれており、現状に即し
たケアプランになっている。

本人や家族に日々の関わりの中
で思いを反映させることができ
るようにしている。モニタリン
グや解決すべき課題についてケ
ア会議や職員会議にて共有して
いる。

23

まずは本人がどのような生活を
望んでいるのかの確認を行い、
意志疎通困難な方に対しては表
情や言動などから本人の意向を
推測しケアに活かせるように努
め、職員による一方的な介護に
ならないように努めている。

9

入居前のケアマネージャーや病院の
相談員による情報や意見も参考にし
ながら思いの把握に努めている。利
用者が日常生活で見せる表情や仕草
からも思いを汲み取り、連絡帳等に
気付きを記入し職員間で情報を共有
している。

8



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化

　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

30 11

毎月訪問診療を受けることができ安
心なため、現在は全員が母体医療機
関をかかりつけ医としている。眼科
や歯科等の他科受診については、基
本的には家族による受診をお願いし
ているが、現在コロナ禍のため職員
が受診を支援している。

28

ひとりひとりの個性に合わせ。
状況に合わせた対応をして、
個々人の不安の軽減に努めてい
る。

29

27

地域の中で楽しい時間を過ごし
てもらえるように地域の方と交
流を図り、地域に出かけること
で日々の暮らしの中での楽しみ
をもってもらえるように支援し
ている。

隣接している病院から医師が月1
回往診にきてくださ。また状態
が悪い方についてはすぐに受診
出来るように医師・病院側との
連携をとり適切な医療が受けら
れるように努めている。

個人記録としてその日に起きた
出来事、本人からの訴えなどを
申し送りノートなどに記入し、
また個人録だけじゃなく連絡
帳、往診記録ノートなども活用
しいつでも全職員が情報共有で
きるようにしている。

9



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

「夜間、日中の入居者急変等の対応
マニュアル」を準備し、入居時には
「リスク説明書」を説明し同意を得
ている。看取りは行わない方針であ
るが、重度化等状況に応じて医師と
話し合いを繰り返し行い、事業所と
してできる範囲内でのことに可能な
限り対応している。

34

緊急時の対応が出来るように、
講習や勉強会、施設内研修等を
通して練習を行っている。緊急
時のマニュアルを作成し定期的
に緊急時の対応方法について確
認している。

32

入居者が安心して治療が受けら
れるように情報提供を行い、本
人・家族の意向についても主治
医・看護師に伝えるようにして
いる。主治医や看護師などとす
ぐに連絡を取れるような関係作
りに努めている。

家族と緊急時の対応や今後の方
針について家族・医師を交え話
し合いをしている。　また主治
医とも随時連絡を取り合い入居
者の状態変化について報告して
いる。

31

看護師は勤務していないが、隣
接している特養の看護師・病院
の看護師にも相談するなどアド
バイスを受けやすい関係作りに
努めている。

1233
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

隣接した特養と合同で定期的に
夜間・昼間想定の火災避難訓練
を消防署の立会いの下、年間計
画に沿って3～4回程実施してい
る。　グループホーム単体とし
て毎月22日に通報訓練を実施し
ている。

隣接する同法人事業所と合同での災
害訓練を年に３～４回消防署の立ち
合いの下で実施しており、実際に夜
間訓練も実施している。コロナ禍以
前は訓練に近隣住民も参加していた
が、現在は年１回自治会長に参加し
てもらっている。また、自主訓練と
して毎月消防署と連携して通報訓練
を実施している。

11



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

37

普段の何気ない会話の中で本人
の意向を聞き出し、自己決定出
来るように選択肢を増やすよう
にし、自己決定困難な方につい
ては表情などから推測してい
る。

40

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36

15

39

できる方については自分で洋服
を選ぶなど本人の意向で決めて
もらっている。できない方につ
いては声掛けや介助など必要に
応じた支援を心がけている。

台拭きや片付け等を一緒に行ってい
る。好き嫌いがある方についても代
用にて対応し、月２回のクッキング
デイを行い食べたい物を聞きながら
献立作成をし、買い物も職員と一緒
に行い食事の時間が楽しくなるよう
に工夫している。

普段の献立は法人の栄養士が立てて
いるが、月２回クッキングデイでは
利用者と職員がメニューを決めてい
る。コロナ禍で外食ができない代わ
りに毎日のおやつ作りや保存食作り
等に利用者と一緒に取り組んでい
る。

日常生活での関わり方について
はケア会議・ミーティング時に
話し合い、プライドや誇りやプ
ライバシーを損ねない対応につ
いて考える機会を設け、職員の
ケアを見直す機会としてる。

認知症や接遇に関する研修を行い、
トイレ誘導時の声掛けや介助方法、
方言のあり方や利用者と職員との関
係性についてを十分に話し合い日々
の支援につなげている。また、個々
の時間も大切にしたいと、居室でく
つろげる工夫もしている。

38

出来る限り本人様のペースで過
ごしてもらえるように努めてい
る。本人様の得意なこと、苦手
な事などを汲み取り、本人様が
望んでいる生活スタイルを実施
していく。

14

12



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

42

毎食後歯磨きを実施している。
介助が必要な方については一部
介助にて清潔に努めている。夕
食後は、義歯洗浄を毎日実施し
ている。必要時には歯科往診も
実施している。

44

出来るだけ排泄はトイレで行え
るよう支援し、個々人の排泄パ
ターンに応じ声掛けやトイレ案
内を行っている。ポータブルト
イレが必要な方については設置
し、消臭・清潔に努めている。

排泄チェック表を用い、日中は全員
トイレ誘導を基本としている。夜間
おむつを使用する方については、体
位交換を兼ねて２時間毎にパット交
換を行っている。退院時のおむつは
早めに外せるよう支援している。

排便状態を常に確認しており、
水分補給を多く摂ってもらえる
ように声掛けをし、体を動かす
機会を作りできるだけ自然排便
が出来るように取り組んでい
る。排便困難時は主治医に相談
し下剤の服用も検討する。

特養の管理栄養士と定期的に話
し合いの機会を設け、相談・ア
ドバイス・メニューの変更など
連携を図っている。食事量や水
分が少ない時には申し送りで伝
達し、主治医にも報告して指示
をもらっている。

41

43 16

13



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

できる限り、本人の希望に沿っ
た外出を実行するように努めて
いる。必要に応じて家族の協力
を得ながら定期的に行い、普段
行けない場所にいくことにより
気分転換が図れるよう努めてい
る。外出デイは毎月実施。

48

寺山公園や藺牟田池、海岸沿い等、
人混みの少ない場所を選び、個別も
しくは集団で出かけている。歩行が
難しい方も車椅子を持参したり、法
人所有の福祉車両を使用して出かけ
る機会を作っている。コロナ感染症
収束後は、家族と出かけたり、外食
を楽しみたいと考えている。

1745

46

日中は個々の居室や共同スペースで
自由に過ごしてもらっている。一人
一人の睡眠時に対する意向を考慮し
ながら、ゆっくりと安心した気持ち
で心地よい眠りが出来るように支援
している。

47

高江記念病院の薬剤師より助言を受
け、内服変更などがあった際は全職
員が共有できるように記録・申し送
りを行い、変化がみられる際は速や
かに主治医・薬剤師に報告し、対応
できるようにしている。

入浴予定の日には本人に確認・
了解を得るようにしている。入
浴の準備なども一緒に行い、入
浴時間など本人が望まれる状況
になるようにし、入浴が楽しい
時間になるように努めている。

入浴日を設定しているが汚染時やレ
クで汗をかいた時等随時入浴は可能
である。冬至には地域住民からゆず
の差し入れを頂き、ゆず湯にして楽
しんでいる。入浴後の皮膚ケアや水
分補給にも気を配り対応している。

49 18

一人一人が喜びのある生活が送
れるように役割を担ってもら
い、個々の希望に沿った行事の
計画などにて気分転換できるよ
うに努めている。

14



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

53

利用者同士の交流の場所になる
ようにソファーを設置したりし
て他入居者・職員とゆっくり語
れる環境を作っている。

51

電話などの希望がある際は自由
に話してもらっている。また、
可能な方についてはお手紙・年
賀状など可能な方には家族の方
に書いてもらっている。返信な
どがある場合もある。

金銭管理が困難な方については施設
で管理し、定期的に通帳の写しなど
を送るなどして家族に報告してい
る。金銭管理が出来る方は本人で管
理してもらい外出時など自分の好き
な物を買い物できる環境を整えてい
る。

1952

50

できる限り入居者にとって過ご
しやすい環境の維持に努め、季
節感や生活感を感じていただけ
るように工夫している。またご
自宅で使われていた箪笥や椅子
など使い慣れた家具なども持ち
込んでもらい心地よい環境作り
に努めている。

フロアには椅子やテーブル、ソ
ファーが余裕を持って配置され、季
節の作品掲示により明るく楽しい雰
囲気が感じられる。また、ウッド
デッキでは外気浴や気分転換を兼
ね、お茶やお弁当を楽しむ時間を
作っている。トイレは広く、手すり
も充実しているため、車椅子の転回
や移乗動作が行いやすい造りになっ
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

54

55

20

入居前に自宅で使用していた家
具などを持ち込んでいただいて
おり、本人にとって心地よい居
室空間になるよう心掛けてい
る。共同生活であるが、個人で
過ごす時間も大事にしている。

個々の身体機能の低下を防ぐ事
が出来ることを活かすよう心掛
け、手すりの設置や居室内の家
具の設置場所にも配慮し安全に
生活できるようにしている。

エアコンと電動ベッドが備え付けら
れ、自宅から持ち込まれたテレビや
タンス、ソファーを配置し写真を飾
るなど、居心地よく過ごせるよう居
室内環境に気を配っている。また、
感染症対策として換気や消毒も徹底
して行われている。

16



1 ほぼ全ての利用者の

○ 2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59
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1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族と

○ 2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

60
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1 ほぼ毎日のように

○ 2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

1 ほぼ全ての職員が

○ 2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての家族等が

○ 2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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